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競

号

の政政

次
平令 い令
成第 ず第
十れ

四に条 条 年
の の も

十

組る

請由該る者同あ

該

る該の

す当合も

当。の

電
番で格業限

話者資企に

引係合。

号、に組る

きるを）

き業く変

－続営除を

資を。更

格相）し －

資先け北郵

期間法称地

の前格のれ海便

資で午

号

審間９審指ば道番

格

にら境

査に時査示な環

のしかの

申なら申よな生

請け午請りい活－

はれ後は作。部

、ば５、成環

組っ時 ３

平な時次し境

業、う合て期 条企は行

、び １等適官法は及 第

し需３設方 項
協用公第

の ７
組な適条立法 第
同

又。組４際 号
合い格第

協のに資 掲
は合号に に

組明げを る
業証掲格 げ

組

合をる有 協

て委同
合 争日い務例協

札前、託組
法 入直

道又受」
昭 にの国を合

す税はけと
和 関

滞方実う
年 るを地、い

し）
律 名納公施。

法 指
停て団た及
第 をし共

止い体実び

４ ４

さなか績中 号

月

第 第 当

十

２ １ す

八

項 項 る

日

す
定 定 。規 規 との に こ

よ る
に

金

競 で
り 者

曜

入 い
争 な

日

を続でた こ

得、あも
格 線う併資 内よ合るの

すはを

と又

者渡す

－る譲有

はにる
の

格継そ

資りで

、よ者

まにた室北

査し構

審承

なで掲申廃海

成ら
年いげ請棄道

。土る書物札

請を策市

月曜申類対幌

日
び類出央

日及書提課中

）曜提る北

金日のす区

らを先と条

か日出こ３

除にに西

が有企す 業

日く、よ６

のる組者 合
次す業る 組
いと合で

ずきあ 以
か下も

れ。以る 下
にの 協

成 合
当業構 組
該企が 業

と」の と
る合員 」

す組

れいらが小 ）

きと過 い

廃る業 ３

てこ、あ企 第
体 に

な。棄こ団 条

いと

組 定

こ若。の 規

い物と

中

はに る

。く織 す

とし

法 業

イる 企

サす 小

リ関

参
の 。

へ と
札

ル律 等

ク

者
る

い
て

れ
さ

除
排

を
加

申の

再も員

のた成

４
請資

海海札入入開開

北北入

札環行札札札札

道道執

市生場場日場日

幌境の

。当り丁

出な

）提わ

木）該行目
を

２３

ま

委納札成す約

入平有契
る条

使委
用託に

とを

済を託入参年こ項

期場す海。示

自す加北

、う数 。
はい半 う

動る

１

にの）占

２。を ）

北

次 海

の平入 道

と成札委

資

告

に託

格

お 示 を

り年付を 第

すす

有

一 す

般月るる

に協

る

る和 組

係昭 同

調合

６７

格資資に有資

作資約資
は

格効 しの格係格格

成

有一１の の期 た有のる

で
請期効般の 有間 申効

こ
い

な
を 請
業請 申 企申

再再

ウ

所時所時

中活所

合し

組

北境日

区環び

央部及

庁成にに

３室時北道平
同同

条廃海

西棄道別

。。

６物札館年じじ

丁対幌４
日

課中共１

目策市階月

央用

所者告場

車役る道す

区

必第

サのに示所

リ務間

イ仕
ク様契入要

ル等約札な

査日明格に

調の説資号

務札らに定

業入か書規

。使

明成るる

説平よす

書

事業 競 号 者
規
に札

２入

が争日項務

る
す下

定以

にい

件と

要」

格札

資入

喪 効の

及間争に 期更

書間期競

め

をび間は入新定失

類

契

出該資のる

提当、札

に

な間を札約

し期格落

る

れ更す定係

けの有決

の

な手と日も

ば新るの

よ
の

なめでで

ら続認ま

る

業す

協法と

はう 方 又

の

る４

あ、

では

合者

組
資

議前

北会午

有申

をの

格

３
条室

２済

に年用

目
丁
７

西時 動

る月自

よ
。

ル
ク

。イ

でサ

まリ

日車

し）

当。

該う

務
業
査

調

海

とす北

こ施

い実

なを

と
た事

っ知

な。道

とる

旨する

いたとあ

は
き堀

有

知、

通。め

のるた

。

更

日の

た間

っ期

あ効

が

書

す請

の、

１は

ら新

か

先

の出

そ提

での

者類

る
員、

成に

構

九を当

〇

関
に

た先

し出

更提

変該

也

を
格達

資
、

格
資

る
す

行

。
う
失

の

契
る。

めい

定な

にわ

り
よ

に
示

の指

も



者契ここ

アイ

平 で約名所のの

成 あに入入

十 在 る関札札

四 かす及の

年 をるび執

十 申事称地契行

北 海

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入に算額で金と

決 る額

っ

に 札係し）あ額な

定
当 及るたをるを

道 公 報

８９
約開

郵落財を契要そ

格
規札 及者っ書

務 便札も

決入成の 則の びのて作

に 報定札の

第時 電
に方要お

よ法有否他 条

第

６７

入。札交交便

第う入郵

札）説等

書よ の 保第明付付に 条
証

の場方る ７

法札 びか の交入 及条 金
納付所

号

５
入保

保にを

札下金 札
入以証

し税す

証加費付

参消納
等 金る

月 し務約は

十 出をは、

八 る担北郵電、公

日

番達す

こ当海便話調開

る環号号手る

とす道番

組境続。

。

き 織生

金

停

の活－－の

名部

曜 止 － 称環
及境等

日 が び室北

札者

た び消金もか入た

て税書は

っ こ費額っ免

て の税

記落

は 公額当落事に、

価者載札

、 告等該札業

取額格です決

入 にの金
書 め扱にとある定

札 定

と速

に るい１するこ後

未のを。や

記 入円るか
わに

さ に満で問か

載 札

１て る効 第い

れ 関の、

は札 の２ 札入 項、 入な
に定 め限 定規 認に 規に

。） りる い。 よす なる

有 た たを し め格 を 定資

付に 北ら

し 者 予

関 海 の道

る海海の 財 免条す北北

規
、で事道道場 務 除ま

幌境で 則
納の項札環所

方め市生交

付定

央部す 和
法る中活付 昭
等と

はこ区環る

に３室 北
、ろ北境。 年

い。

ととと

う」こ

よ

地

当
、相

は）
者。

るう
す

。
見む

の含
者を

の額
そ

有 積

札得 内 在棄道り

所廃海

。

対幌る 線 地物
策市
課中－
央

入ず消

丁
６
西
条
３
北
区

税

金 る数札、費

た す端

件あ参積等

額 条がに見
すっ課

当 にる加もの

に

事 金 反きるた税 該 違と

た、は約業 額 しは者契

入そ、金者 の

札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税

か ５

格い 落 価な を 定

無金等

す 限し と 制の 者 の者 札
内、 囲札 。 範入 る のた

廃 海

て則 っ規 あ務 で財

物 規
自る西棄 道
方よ条

目策 第
法丁対 則
治。６

施
行課

。
令号

和下
昭以

たの
っ）

令規
政務

年財

契
に

５ 額
の 金

分 約
額 び

る 及
す 税

当 費
相 消

科

目

以 地

脳

」紋 岩神苫
外牧改市

見経小」に別
る項

改 市科市めの

に 沢

、 項に項。医

め の」の

効額に免 に分

岩改医療

とを係税 相の

事 当 す切る
事東治

。
るすり課に業

医形札中項函勤恵

院項

次療成幌中館医会

の
に法外市平市協北
中

次人科の成平の釧見

成項路 の社メ項

函協央 １団モ国

館立病

最第
事カリ立

低
すに

価各

の条

北

昭る札改 海

和。平幌め 道

成市、 告

の同 年 示

北年項項 第

医医 海
道月療療

」
第則

名医病医千

病
）い
号と

び成法歳 療 及平療院

院

人法 救

団人 急年社市

診

入 費
の 消

上 方

療月エ立

税札
北

救 海

急 道

病 告

院

詳

示

等

細

第

を

は
、

定

る法人

項 見め療法

同 入

神社団

島 脳。人社

神 沢

会

外 外養正

形 経団明

整

事苫野 の の館松 科 科生

の 中 中牧院 項 項小病 事
日
神 岩翔事

市病院 項レア療

医院の をスル養」

項

加サ病所を」師の事

えッ院札を会事

るポ幌平病項中

。ロ南成平院、

成の北平 病

事見成 院

項市 札を

、の 幌削

旭項 市り」

北、に」川総

区同改に市合」

法法 告 号

幌団

第札社

示日人人
円エ
整ム

号山ル
科

病科外

急外形

救形整

ル

社

びの科

及院内

院病

所

形合 平 ら整

か日ム総 団

の内医 項科病

同外岡

、

札紋千

を
出
申称科院院

す市市市

回幌別歳

撤所

め 号

に
書令

明省

説る

札
る和

よ昭

。

中 島 見病項

令
省
生
厚

年

脳の整 沢院
科 経項成 外 神事平 形

外中」 科を 」平

を成
医九 」

療一 を

法

医
療

平 人 法

項め改の病を
人」成 社

条医、め項院
療見成

西療同る医北平

８法項。

丁人医法赤

目サ療人十

１ン法中字

番プ人島病

ラ社病院」

展の事改

号ザ団院のに

会項及る

札望事項め

新

救事病

平循ほ、び。

幌

療事

診中の

急項院
削

の成を

所平項

認北

り
、

定海

）道

同 の知

を堀療

部を医

一事」項

区見雲

る北潮東

次平法

１１

の北町町

旨
届

が西目目

出在条丁丁

あ北２

知１

た道目地

っ海丁番

）
号

８
第

堀
地地

事番

。
に
定
規

の
項
１
第

条
１
第

団 萌を
神 佑

島 会平
整 岩成

」 形 見

外に

器お路項

成環し釧同

沢

病き市医

院整の療

の形項法

社

の成人

事の道人

よ

団
開

う達

に

成 改也

出成
申平同同

正」病

達撤
回 也
目 急

救
の

次
る

よ



川田内谷

山小高竹東渋

子直孝

康真憲孝由好

田
神

内脳循小眼小

之一一

北 海

田田田

森間上大島島島

利四冬道達直

川口野地
内内内

則郎生貴朗朗樹

鼻科形

同耳内・内

道 公 報

田塚徳

定氏齋川手福

指

高浩裕雅

た成
し平藤

。
年名彦克章章

診循眼内同

月
日

第

北

身

に

海 千市恵改幌

道

立

体 庭め加

告障 歳市る内

示 千害 の。町

第者 脳項の

歳福 医項

祉 神療及

市号

経人穂

法 法び

号

市２

、歳の

め千次

改に

同
平項の事

成医項項
十療千を
四法歳加
年人市え
十

科

外器 経児児 環 社立る

社

科科科科科
会 療

羅医医ク国

町祉 人 法北福 立 法 臼療

人 静 国団道法 療 社 人海

・成

生 悦 民函 仁養厚 辰

科科科科科科

喉外外

咽
ス

社ア石医特医同同

科

祉ー法医 福テ療 療別 会

法人 人ョ
法シ人療 狩法

環

寿ひ湾社 心人 光ン

雄

留木医

目科科科

科器
療

町
人 館萌内法

古療

従函

民

民

中市仁 国 業敬

哲の

病和 外団町

昭 社別

律 え

法 会中

年 科院仁項

歳歳わ成

第 千千に平

市市病

号
）

日北院

の光の

第 出２事

１丁項」

月団総。

十平合

八岡病

日

項を
事項

の事
院の

医院

金

削り
を削

曜

。同
る、

日

静共 小 健所連 会館 会

項

会会 ラ知 小 仁 康愛 樽倶

険愛 厚 静フ樽共 安 イ 保

病 病 病 病リ病会 生 内ク

同同同

院院ッ院院院

ニ

介り団 会か会即

同同同

市北

老都会 耳恵 護

新仁

原島 健鼻南 砂広 保
人庭

ケ科院院院

設病病病 施

健函
会

同同同同同同同

し 海保 北お 場康館 央立

院

事病 病 知ま 道険 病病

指平同同同

堀
所院院院

目１第

丁目中を条

定成

番１成成項

１番平平１
の 号

規
定

号

に
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をにる

」」よ
次

成成るを
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友
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岸
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日
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と
お
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郎
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佑
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川
次
の
項
事

史孝淳介美 俊夫匡

秀和弘
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内呼内同外内同脳
医

科科科科科科
外 器経

療 松 会
市社医利医羊黒

法法 内 祉 立蹄 尻 福療療

人人人 人 赤グ町 島 法法

ハシ
リー内同同同外整

科科科科

リン外 ビョ形
川

立立

洞留市市砂砂

テ

脳整脳眼神

赤赤 爺
萌川

経経内 尿形 神神経

同泌
科科科科・

外外科 器外

医篠留医院日同た登

科
萌鋼 人人別 法法

療津療

同整同外

に こ団厚

す社

ビョ形 形ハシ

整リー内

テ科科科科

科リン外 外

勝

わ療

か十同市八医

・
耳

整敬

み勤人 立雲 か法

科
喉 外器咽 形吸鼻

整呼
法病

内
療合

札医総

科科

リ 館輪渓 国国 函

人院 北

団健 生保生和 厚民 社 平

江 高 函康 中会会 院 総ー
里別 橋 五央保 合ン 館朝

病 病病 病 郭病 病病 稜険

市
院院院院院院院院

病

立立立 総総

診

平平 市市
院院

病病

病病病

療合合

か修 市記

や医

所院院院

立念 や川年

こ大

す会

生

病病 リ神

金 ク脳眼 か原

院科院

ク科

ッ外病 ニ経

協会

形稚総仁 医

新院病

広

お ク
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置域点点点

函次の漁

のの

イ本地地 ） 港 地 館の日
と 新の測点点 か 原 点 市

認

方 ニ 湊地地かか ら 点

可又者

け 年
受 の区 はの 日を 可

日者称所名域

た 月

名氏
市道

成海幌海

平北札北

道
央事

年中知

工 号 名線

し
正の
大事

供千千

功

用市市法ん

歳歳年ゅ
認

開和和第を

協協律
号可

の第た ３１）し 番番 始

。 地地
先先

年、一 号

第道縦

律海の

法北般日

建覧
設に

路る 第道す ）部供 号
整。 後

項及 ２課 第備 条 後

方方 向 の北 町点系らら

かに角 地緯

らよ向向 点 番角角 と度 ニる ２

を の測度 地

度度 分 結 地量
ん 点の分 先
の

分分 ま成

で果秒 秒 だ 公

線 有ををの 水秒秒

向 よ 面のの 、 順使方 に
っ方方 東 次用

向向 経 に）
て 結

西達
条

日３

９北堀

月区

堀
事
知

道
海目

北丁
６也

項

間１ らで第 かま 区条
に

北用成定

供平規
の

海開

よ 道始

り 知の

、 事期

のび

と

堀の

日次

北 規海 定道
土 り らで幌 よ かま札 に
現 次木 、
の業 道所 路に

え 供備 の

らで
かま

九
六

囲 ん
ま度 だの れ 線

点地 及の た分地の

び地 区

公
り

お

也
達

イ域秒点点

置 用

面

也水
有

達

を 一に

い 開 般

て お

始 国

告 のす け 道、

間る
。 号る示

一に
般お 国

の け 道

間 号る
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アイ

第
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３しし埋

アイウ

市功名表 ん のん
ゅ 項ゅ

可 村可又者 認 町認 功立

名を

号

月
面 年水

許 面有
免公

ウ

法
日立

埋

月
十 のののののの

八 地地地地地地

日 点点点点点点

点
のののののの

金

点点点点

地地地地地地

点点

曜

らららら

かかかかかか

らら

日 方方方方方方

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

点 点

地地地地

のの のののの

かか

点点 点点点点

地地

らら らららら

かか かか

方方 方方方方

置域点
地

の

及次の漁 函

本） 港 地 館番びの日

か 原 点 市１

の測

地地 番ら 点 と 新、
湊２方

かに 地向 の北 町番点系

１先角 地緯

月

名氏 け 年
受 の区 はの

北札北

日者称所名域

た
道市道

成海幌海

平

央事

年中知

び ニ第
及

９北堀

月区

の

昭函

点積号第

地条 番

ハ

和館 の

市 地

年

ら月

か１

点
方

角角角角

向向向向向向

角角

度度

度度度度
分分

分分分分
秒秒

のののののの 秒秒秒秒
向向向向 方方方方方方

向向

角角角角

向向 向向向向

角角

度度 度度度度

分分 分分分分

のののの 秒秒 秒秒秒秒

向向 方方 方方方方 のの

向向 向向

番、らよ 点 のる と度 １公

を 、番の測度 有 ２地量分 結 水

ん 番、点の分 面ま成 ５

線 、番で果秒 秒 だ

３ををの

用向 よ、 番、順使方 に
次東 ８

っ経 、番に）
て 、結
囲 ん 番

西達
条

日３

１番だま度

海

角
向日

目
丁

６也 港
第 度

６
号 分

指

向
方
の令 秒

の

地地地地 の地 のののの

地点点点点点 地地地地 のの

のののの

の
点点点地地点

、１線れ

、及た分地
点 び区 番

域秒

３

位区

アイ

、
２番

氏住代

３しし埋

アイウ

市功名表 ん のん
ゅ 項ゅ

町認 功立

点
地
の

月
面 年水

許 面有
免公

ウ

のののの

１２３４５

埋

点点点点

地地地地地

の

分１２３４

点
漁

のののの 港度
秒地地地地 原

かかか

点分の点点点点

方か

点地で線の 円

本
地 を 弧５点を、日
点 中 、のを順

地結次の測

と ３点ぶに地地
と 心

置域
次の角 茅番

の地 部、番番１点 郡、度 地のと 南の 番先地分 茅

名を 可 村可又者 認

円 、

月

名氏 け 年
受 の区 はの

北札北

日者称所名域

た
道市道

成海幌海

平

央事

年中知

第
及法

日立
び の

平函

点積号第

地条 番
成館 の

６市 地

年 点

４ か

秒向らららら

方方方方 ＝、

向向向向 －東

角角角角 経
の
度地度度度度

点
分分分分分

九 、

秒秒秒秒七 秒

方方方方 ＝）のののの

か
ら向向向向

かに
の す のか南結点系

側だらよ
地 る 地ら西ん

る
点 半 点方

と 径 か向の線

ら角円、の測 を 地量 弧結 点の 、 ５ん 度のま成 の

６地で果 のだ

点の点をを 円線 分 地

地と順使 でに
よ 秒 ま

次用 で点

て 方 をかのに） ５っ の

部番の点２

順ら地結 の

で 、公かの秒 町

有ら地の 字番

点２ 水方 尾、

面のとの 番
、向 札

地を地 部

点 番点結 、と 番まん 番１でだ
地の 、番、を線の３ ７

順、 、

点地 次 番に２を点

結の中を 番２ 番

西達
条

日３

９北堀

月区

向日

方６

ら月

目
丁
６也

砂

角

第

度防

分
向

方令

の指

秒号

方
向
角
、のの のの

点点 点点 地地 度 北地地

緯

点ん 地囲 向 次

とだ 点ま に

のを線 とれ 結

た 地結及
１域

だの点んび ６区

ん

１、

、
線地のまだ

、ん地心結

だ点とぶ 、
番線かす北
半側 、番１、らる西 番

方 １及
、び１向径の 点

地
の
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地地地地地

ののののの

点点点点点

点 点 点

ののの

地 地点点点

の の地地地

か かららら

点 点かかか

ら ら方方方

９

点点

地地地地

のののの

点点

点 点 点 点
８９

点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点

地地

のののの

５６７８

点点点点

地地

点 点 点
地

のの のの

６７ ４５

点

か かか

点点 点点

地地 地

１２３４

らら らら

か

９

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

点 点 ８９

の 地地地
１２３ ののの

かか
地地地 点点点

のの

かかか ららら
点点点 か

ららら 方方方

月６７８

十ののの

八地地地

日

ののの

５６７

点点点

金

点点点

地地地

曜

ららら

かかか

日

角角

方 方向向向

方方方

向 向角

角 角

度度度

度 度

分分分

分 分

秒秒秒

の の方方方 秒 秒ののの

方 方向向向

向 向

角角

向向向向

方方方方

角角
度度 度度

分分 分分

方方 のの のの 秒秒 秒秒

向向 向向 方方

角角

向向 向向

方方 方方

角角
５

度度度度

分分分分

方方

のののの

秒秒秒秒

向向向向

方方

向 角角角
方方方 向向向
向向

角角角

度 度度

度

分度度

分分

分

秒分分

秒秒の

の 方方の 方秒秒 のの秒

方方 向向方 向の

向 向向

角角角

向向向

度度度

分分分
向

向方方

方のの

の秒秒
向

ののの

地地点点点

の地地地 の

地地地地
の ののの

地地地地

のののの

代位区

し埋

アイウアイ

認立 功名表

ん
ゅ氏住

地

地地地ののの

ののの

４

点点点地地

許ゅ 面有項

免公３し

ウ

埋町 月功 面市 年ん 水の

点 点点地 地地の のの

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

点
点

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

かかかかかかか

点
点

点点点

地地地

ののの

の３分の

の 日級地の 地
測準点

点秒地 本基点地
点 と
地点かか

氏 け
受区 はの を

可又者

次

者称所名域置域

た
名

海幌海磯の

北札北上面
磯地

中知上の

道市道郡

及法名可 日立村認

央事

第の

び年 のの
点積号第日

地地条月 番
平南平

点

成茅成 のの

７部 地地

年町年 点点

７ かか

点点点

地地地

ののの
か

点点点

地地地

ののの

方

ららららららら

かか

向向向向

方方方方方方

角角角角角角角

向向向
度度度度

度度度
分分分分

分分分
秒秒秒秒

ののののののの 秒秒秒

向向向 方方方方方方方

向向向向

ら
方

のら ） 系
点向 ら よ向 １ 地方 か に

角 北 と角 方 る

向 測 を緯
角 量度 結度 の ん度 成分分 度 だ果 線分 を秒秒 分 に

よ秒の 使
用の 方方 秒 っ

向 ）

向 の て

３茂ら

北堀字か

区町点
地

西達地の

条辺

６也

点
順 びを 及で ３ 目ま 番 丁

次

９

らら月月

４結

番に

方方

砂

角角
向向日日

防
第 度度
分分

号

向向
方方令 のの指 秒秒

角

向向向

方方方

ららら

角角
度度度

分分分

九秒秒秒 八

向向向

方方方

ののの

のののの

点点点 の

のの地地地地

地点点
地地点

方 囲、

ま東向

れ経

たの
地の 区度

点地 域

有び

公及

の線

先だ

地ん

水 点 点地 地の の

点点点

地地地

ののの



５
しし埋

アイウ

平 ゅゅ氏住代

成 んん

十 功立 功名表

四

又者 認認

年

可可

十 を

北 海

水の

許 面有項

免公３

ウ

名

日立村
埋町 月
面市 年

法

道 公 報 第 号

の区 はの月 受

十 名氏 け 年

八 た 月

日

平北札北

日者称所名域

成海幌海

金 道市道

年中知

曜 央事

月区

日 北堀

第
及
び のののの

点積号第

地地地地条 番
平上

点点点

成磯 のののの

町 地地地地

年 点点点点

４ かかかか

らららら月

方方方方

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

点

点

地地地
の のののののの

点点点点点点
地 地地地

らら
か かかかかかか

点

方方方方方
ら らららら

方 方

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか
方方方方方方方方

点点

地地地地

のののの

点点
点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点

也
西達

条

日３

方方方方

角角

向向向向日

目
丁

６

砂

角角

防 度

第 度度 度

分 分

－ 分分

４ 秒
方指 のの のの号 秒秒 秒
向向 向向令 方方 方

角角角
向 向向向向向向
角 角角角

度 度度度度度度
分 分分分分分分

ののの秒 秒秒秒秒秒秒

方方方方方方の ののの

向 向向向向向向方

角角

向向向向向向向向

角角角角角角

度度度度度度度度

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向

角角角角

向向向向

度度度度

分分分分
方方

のののの

秒秒秒秒

向向向向

方方

点点 地地 地地 のの のの
点点

のののののの

点点点の 地地地地地地
地 点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点 点点

地地地地

のののの

界界界

位区

アイ

点点

９

点

点点点

地地地

ののの

点界地界点界

８点９

界

点点点

地地地

ののの

地地

ののの

６７８

界界

界点界点界

点点点

地

経

６７ ５

のの の

地地 地 度

の点点 点

地

ののの

３４５

界界界

次びた３

点点部点

地地
３ ２の界区級

界点界点

地５の準

の の界５域基

地

１２

界界

点 点の地日点

地地

のの
界

部点点

次びた３経

１ の界区級

の 界１域基

地 度 １の準

の点 の地日点

丹２、

積番２

置域

郡、
番 積

方

ららら

かかか 、 丹番

角角角

向向向

方方

度度度

分分九 分

九

方方方 ののの 秒秒秒

）点らら 分か ）地かか

ら

か方方方

角角角 ら向 秒向向

方

度度 度 向
角

分分 分 ＝

の

秒秒 秒 度 －

のの

方 分方方

か か地点本

ら ら点と測

方 方か界地－
系 向 向ら

地よ地

角 角界のにの

の点る点

地と測 度 度

点を量北

ま結の緯 分 分

でん成

の のをだ果度 秒 秒

順線を

次に使分 方 方

）地か

）点ら 分 地点本

点と測

か か界地－方
向 ら 秒 ら４系

界のにの角

方 ４地よ地

の点る点向度

地と測角

点を量北分

＝ ま結の緯

秒 度 － でん成

をだ果度の
方 順線を

分

町３

次に使分向

大、
番 字
武４び

幌番及

意、
番 町
番地

の １、先 番６
公 、
番有

向向向 ２、水 番７

向

の地地

のの

向向

秒
、の

向

＝向地地地

のの の 方

向によ用

結っ）秒

んて
だ囲

地地及れ東

の線ま、 の

によ用

秒 結っ）秒

の 、 んて

の だ囲
れ東＝向点

線ま、地 方

面

及

、
番
４、 番
、
番
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告町
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就平

真
律 中
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水の

許 面有項

免公３

ウ

名

日立村
埋町 月
面市 年

界法

第

界界界界

号

平
成
十
四
年
十

本池蔵木東斉藤小

界界

隆誠

瀬川重村藤井谷
納

市治之司

吉義豊一良彰

地

英厚一夫

月 号
区
画日 ）
整
第

か原 １ 合
第 組氏市 条 理

名雄 定 次
規 、泰 の ら

項

第
及

おる
とよ

のに

び の

昭積

点積号第

地条 番
計和丹

点界

町 の部部

７

地年

点

月 か
ら

点点

地地地地

のののの

点界点界点界点界

点点
点点

地 地地地

の ののの

ら ららら

か かかか

点 点
月
十のの

八地地

日

界点界

点点

金

地地

のの

曜

かか

点点

日

同同同同同同同同

らら

真真

厚厚厚厚厚厚厚厚

町町町町

真真真真真真

表京表京表表

町町町町

町町町町町町町町

表表
７

番 番番番番番

地地 地地地地地地 番番

が郡 理出払 り届住勇

６

海町 就っ北真 があ厚 事

４ た

知町 し。道表 任た
区

所 地
土

堀地 、

番 旨

事

日 方

防

角砂

向
度第

号 分

指

向
方
の令 秒

角角

向 向向向

方 方方方

角 角

度 度度度

分 分分分

方方の ののの秒 秒秒秒

向 向向向方 方

角角

向向

方方

度度

分分

向向

方方

のの

秒秒

平道

北し海市札旭

定北

幌 海た

業）川 市 道。成産区

表

献村央

彰年貢町中

規

理
整

達 画

則月賞名区市

成う平指

平よ
の１

法

也

に成定
金 年改

機

北正年融

海し
道、月関

点
地
の

北 ４

道
海

事アイ

示
告

収使

第 業用用
のの
部部

２３

地地地地

のののの

事平施都種事

都の
業１

及の

行 計業成市類業

市

計 者 画計

事名行 の 法画年画び施

の
変月業称期 名

地地

のの
海
北

同

第
示
告
道

同

海川

成氏北旭

平日

海器工

北紙管 名 年道市

則ー協

規ボ業 又 道段事
箱組

第はル同

の

団 号工合

告平

株

示成日項

第
年式公

会
北

号月社
の

道ら行

海か銀

北日洋

定す項

指行事

の施

号

海市

変昭２北平

地分分
北 な道字

和年 更

を

北道示里

年海 し告豊
加

海告第

道示

え 告第
号る 示

及。

称の間

昭

号 第

和更
を日

平平和

法可赤赤昭

年認
律し
第た市都

。市年

計

）

画月 号

下
水日 第

道か

事ら 条
号

基合

に組

）業

孝
通

利
毛

同

表海

事北

知名

く
づ体

績工 受事

の知

彰道功商

融。
金る中

を鉱 者堀

賞

及中

関走

機網

表

道」

納海店

収北支

び央

金事

理知を

代

び

関支

機堀走

融網

、平
平
成 号成

、

海 北 和北 年 昭年 ５
示 海示 告 北告 道 年道 海
第 道第

告
示

項

赤成 １

業平 第

号

平

に

下月 定

共３ 規

公年 の

北水

知で 、

道ま り

海道日 よ 町
真

厚
同

お

堀 と
の

事 次

一京

〇町

〇

功 内 と達

の業 次の

地
番

の」

）店

決容労

り也

お

次る

を也め

部改

一達に
。

の 号 第
、事

赤
に 平８
地 、成

業 号平

事

也 画
計

達 市
都

り

成年



小

大岩小旭室苫

平 成内樽川蘭

成 牧

十
四 町町市市市市

年
十

北 海

幌幌

千札同恵札同函同

央

西手東中 歳庭館 市市

市区区市区区市

稲

道 公 報

幌幌

比士寿札苫札同同

牧 厚中西 布幌都市市 小

町町町区市区区

別央

第

市
幌

札小北今釧伊赤小
市

平
豊樽見金路達平樽

区市市町市市市

号

中北 路市市

幌幌

釧札札

市区区

央

月 朝板荒北野森

十
八 倉川野口村

日

満悦之一弘敏

孝尚正政

金

曜

日

角本

山本松北美中大山

智菊正郁

田間井村水山

雄郎稔男定雄治夫

睦睦

田藤

荒杉清國千吉石後

恒新正文

尾原水岡葉中

稔哉雄郎巳雄

太

孝憲直

荒石海瀧両菊竹竹

司司

緋恒

木田田澤角谷島内

二夫雄之

出

秀達忠靖達

団部

釧社本川

愼雄彦一

本

工日慎

気人

電法島

根
組理

同料

協国

業中二

事

同同同同同同

北
会

合協

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同

区
地

道
海

同同同同

北釧同江同札

業
鉱

工
商

区
石

白 川見路別市
幌

旭 札江函岩滝同
市市市市

南 庭別館川 市見

幌

同恵 札
区市区市市市市

沢 西

幌幌幌

札奥函岩札中羽

北中 尻館内幌 市市市 標

市町区町町区

平央

津 豊

東遠上旭小士洞稚
区町

目軽磯川樽別爺内 都
京

功

区町町市市市村市

黒

中西 広市
幌

帯札同同

労

茂田杉大佃堀

市区区

央

安克孝

原木中原藤江

奥 宇上
博進雄寛保俊照

一

岡沼山野

國斎岩竹石藤

一任一保雅昌

重藤本林

滝
男四功男代彦宏薫

和

實谷本

島石齋伊村松熊

壽有武小直

口田藤野田

彦二一晃郷夫敏之

政鐵

野ノ

本中福渡日士志紀

光
観 多澤地部沢賀国

別
会雄治

協

通脩武秀辰保

村

土松高嶋
宏昌悦一男 已久二

紀直泰健

谷園田

明

一 同同同同卓同同

〇
一

同同同同同同同同

し
越

職
定

同同同同同同同認

業

同同同同鉱観同同

業

光

同同同同

関業 ）
内事 坑

関 係

労
功

練
訓

者
能

技
た

員労
業功 従

良係
優



別払

白豊羅湧紋小紋猿

市町市村

老頃臼別別平

町町町町

北 海

茅小

同根古大上南浦苫
町市

国部牧

室平成河

ノ

市町町町町

道 公 報

路

小
室苫同登帯同釧同

市市市市市

牧
蘭別広

第

見別

函同同滝旭北登同

市市市市市

館川川

号

市
幌

札同八

平
手雲

成
十稲

四区町
年
十

米中内秋葛片木

鹿

田村）野元西岡村

故
芳勝久幸

重

雄夫治吉雄靖栄

又

一
嶋

生新吉中市濱武和

雄

常保喜

田夕野野山田中

幸好春雅雄
治

定留浩忠

瀧長守南松田春
憲義次

昌

崎澤岡谷舘田中日

岡

俊

一隆茂弘郎唯夫義

五
富

賀邊

井野後長澤能志渡

幸孝榮俊

上澤藤岡田佐

薫平雄明作廣彦悟

良
月松米日

十比

八本川野

日

實義久

茂忠

金

曜

日

同同同同同同同同同同

業
産
水
良

同同優同同同 同同同同同同同

組
同
協

同同同同同同同同同同

国

５７９

技
た

し
越

卓同

金金支

方担担庫

地分負

功
等
合

税び金

付及出

交

３１

第第
労

債
の方
債地
方款

地条表

１総の２

第２第
正の
補

平

額務

成歳条額歳金債条

入を入

担務

年歳歳歳歳は負債

歳予行負

度出入入出、

北予歳

あ
で

海算出出算第為担

。成 尻成る平

留利平

萌富年

士第年

３

田
七厚森

者
能

市町回月

国委

１２２３

町村町

飯

付助

交担補託

方庫

地負

税金金金

項

、
は
更
）変

債
方歳歳

地
表入

３
第歳

その１の行

正 正
補出補

補算れ補表補為

道の予

追

般正のぞ正歳正の

一

款歳加

会）総れの入）

計額

項出は 補に

の予、 正歳

区算 予入

分補第 算歳

及正２ 出

び」表
務 円 ２れ当に債 千 第そ
と 号ぞ該よ

北
議成

安上道平

海日

達田会
で海

会北

芳博例度

定年

経会

を般

決一

議道

徳志

原池

和相菊

武男一

弘一正

額

るの よ算入

に前

」予 れ区る負

額
正

正補

。補

分。担 す ）

る は

ご行 。 、

と為 次

の補 に

金正 定

びよ

る円並に

め千額」

ろ加補。

こ追にる

とを

計
る歳の

よ、後

にし正

予

成正

平補

た
度

年算

同予道号

正海２

補北第

は
領堀

要
の事

算知）

同 一海水同

〇区

二

調
業産 漁

入

。入歳

）
円
千
計

位
単 、

の算

算予

予出

出歳

歳 委
整業

り
お也

と
の達

次

労労
功

等功 員



経表
２

６第

平 済

成
十 費

四
年 ５６８１

十

北 海

活祉

生福

境健

環保

４５

１２５３７３

費費

道 公 報

画

務企

歳款合

総総

２３
８

入費費

第

６１

金入債

越収

繰諸道

２１４

号

１２

入金

収入 産
財繰

月 地食地経

十

域品域済八
日

費費

健生祉理

保衛福管

費費

金

曜

日

境活域 合
総政交環生地

療 管
画策企保振医

企通

費費費費費費

理画全興

費
学

大 計科

項医
幌

合札

補

歳

正
前

繰越

事

金託

基繰受雑道

金金入入債

収 入

業

収収
用払

運売
産産

財財
入入

出の
額
補

正
額

単
位

出 金
出

支歳

諸

費費
旧

育復
害

教災

計
千
円
）

費
設

建
９

費費
務

政林
産

農水

７８

林費
産旧合 水復諸

２２

害費

災
設

施計

業

都公学社

３５８９６７
教教

下

防市校会 園

河砂

費

道 岸境育育

水

川海環

費費費費費

１２ １３５

設 産路

水水漁林森建道

振整管り

林橋 産港業林

営村興備理 管ょ

務経漁

費費費費費費費

理う

５６９ ９

通産 業業

観企農構流農

普

光地良改対園

立改造
費費費費

進及善策芸 推
費費

易 源
資産貿雇

２３５６
交 ル振済対 ネ経 エ業用

費費費費

ー流 興策 ギ

一
〇
三



山成に
平ろ

漁林治合こ
よ

港道

北 成度。 平 災災災年る
海 害害害

苫 復復復度道 年

北 海

業

地臨砂臨費災臨事街

道河害 砂海費

域時時時

整整関 施保

路川路 防岸

特防連事 整施 備備設全

対対事 特整 別別備設 特

別備

道 公 報

公

新 金 債資路

定

起特道
改

投

の共設

第

表

野成３

冬平第

菜
確価

策菜

対野

通度

流年

促安

立格

号

事

平
成
十
四
年
十

苫東 道牧 旧旧旧海小 北
東域 牧地 小 費費費計部
発 部開
地出 域資 開特 発別 出会

別 事事業

対特 策策業

資

費業費策費

事対 業業

策

費費 的費費

業

良 事 目資
限

度
補
額

関成

に造

業金

事資

進定

負る

務係

債に

る業

す事

為補

行費

担道

月
十
八
日

金

曜

日

補算 計予 会正 別補 特計
号 算１ 予第 正
）
、 以以以１は ％％％第
）次 内内内号
に

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ

るに

財か又め行

、他れ

務らは
以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

よ のかに

債庫れ

起国入

法借。
のる 方
ら

利 正
率内
以
％

担
負
務
債地 る

す
関

に
助

と
る
め
定

負
務

債

方

為
行

１
第

出
予歳
出入
歳歳
入
歳条

る繰。

据お還よてる

算

た償

期ては。上

置い又
しす

を半事だ還

間、知
必こ

め賦定、る

含年の
元め

以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

いよてる

償据おにじき

、。上 還
期てる繰。

置
の含賦だ還

を年た償

間

こ

前５金、る

め元しす
にが

以等要と

方年均必

法に還応で

内償

債

為

補

行
担項

補 間――

期

補算
の予
正の
）総
額
に
歳

ぞ
れ

そ
出
歳

入

借事券る

総省の知債よ

定発

省の入のの。

務そ
財か又め行

、他れ

限
度
補
額

よ のかに

債庫れ

起国入

限

のる 方
ら

額――

度正

れ

前

正
補正

内内円 以以以千 ％％％

を 内

はるに

歳
入

歳
、

し
加

追

務ら

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

又る繰。

据お還よてる

知た償

期ては。上

置い
のしす

を半事だ還

間、

正
法借。

含年

利
率内

以
％

いよてる

償据おにじき

、。上 還
期てる繰。

置
含賦だ還

を年た償

間

成成成成

期平平平平
かま

度度度度

年年年年

限
間らでらで

かま

補

一
〇正 四

賦定、る

額
総
の

算
予

出

元め必こ

め
以均方にが

年利る要と

に償にじき

内等法応で

の
５金、る

単後め元しす

以等要と

方年均必こ

位

に還応で

円内償にが

千
）法

度
額 ）

円
千

後
位

単



代主事指の平
次

２３４

表た業定と成

平 る所のお

成 事の取り年 者

十 の務所消プ

四

氏所在年ロ月

年 又地月ポ

十 名は日ー日

北 海

取成

方を平氏

地定
指１

名 税
法り
消年又
は 昭し

名 和た月
。
年日称

道 公 報

１

入出 費
債

歳款歳

公
１

第

２

入
収

産 款

表財

１
第１

１

号

は

入入額

歳歳金

をの
２

そ予
出出、

歳歳
れ補表

ぞの１

れ算第

月 ザ

十 ル

八 北釧平の

日

出

嶋路成提

市

要

新年を

純橋
大月請

金

７日る

通１す

曜

目
丁。

日

律
法

１

公

限

第有
会

ー 第オ ）社 号

ト

合 公

の事

６商

の路

条釧

前
正

補

歳費

計計 債

項

合

用払

歳運売 項

産産
財財

正

出補

歳歳入入
収収 入

前

予

正歳
の入
款歳
項出

す分補 と区算 円の予 千
該よ

当に 。び」 る及正

番

分。
区る

３
第

４

号

告

事

に知

定道

規海

の北

項
特
の
次
、堀

り
よ

出の
額

正
補

額
位
単

算入の

補額
正

正補
額

に
び
並
額

金
の

と
ご

位
単

入
歳
の
後
正
補

９加

北電フ説平前参
午

時表

海話ァ明成

道番ク書

ら書

水号シの年か明

３

の
者也

業
約達

産ミ交

続担〒

ウエ手

新デデ調調等当

・・局－ 規ーー査査部

雇タタ

計

用の収分分

千
円
）

事実新

と委プ

エオアイ

料ポ務施規

。共事託ロ

用

体ののー所体雇

同業

計

方実おザの制

千
円
）

２

資道国

履加プ
参アイウ

地

期格ポ本内、

行資ロ
びザが者方

限及ー金業

１
算
予
出
歳

容

要内 務 概務

務業業

業
名

リ付月午の 林

後受 務－期
間日５領 部

－、時期 水

場金ま限 － 産

所）で並 － 経

及か）び 営

びらに 課

提 内方

場

法日出 線

）及

－木所

、集方のの

数収集析析

や実合幌 年能法充総札

制、中 構体度性市 齢力

性北 び実区 及等現央 成
業６ 就西 な条 た等３ 新

力考

式施おル実等の

丁

方

場伴ね特え

のにむの
定 合う

のセ

、規ー準

は新パ基

ウ及以

ら用ト

か雇ン

ア

公

に業確

で就を

まび上

又 特ル

は共 工合平定の

道団

準出内体 万 、的成基提
円 流に

に営の 以 通分年者に等

消し月要業水 上 、析３

求拠産 の
営 費た

れを連 利 に資日さ点関
調 人 るをる有の 法 至料
段成格る査 で 各作資す

産の
水物
道産
海水
北

あ

工成
加形
通の

流格
物価

まび

態を
実等

法

で方 ）

び
及

日
曜
土

一 日

〇 曜

五

保

性
能
可目 の

く
除

は
日

創る

てのき

い会で

つ機
員係。

成にと

構出こ

全
満の
を費
件務

条労
がる

務 る 階す業業

し合
た割

を と 調。で等 こ のる者
に

行こ実

をる確 。 査あ
た

存し

既行

、。履

いと

ら
調明

資を

計績

統実

の
め

北た
る

す
業に

事か
査

堀産
水

事産

知道

道、

海

原
てが

は
間

時
付

交
。

物

有

。て
とし

こと
る則
い

こ

、る

せい

併て

とし

料
加

也ら
か

達産
生

の
総



札

次

３

幌

の平 医

と成

開

科 発

お 大 許

り年 学 可

随 告 年

意月 示 月

契 第 日

約日 及

北 海

平開れ開所

都は
事１２

び

計完成発る発及

市、

区地許 画了

のを名

法し年域域可氏

又 た

工称け

昭。月は名受

和

日区た

道 公 報

海
北

檜
道

要関３詳

山 細 連

支 情には

庁 報同、

告 をじプ

示 入。ロ

第 手ポ

第

４

約

プ平提持の手日契

そ
に語書

ロ成出参他続本

場す ポ

いび成

ー年所るお及作

はこ ザ

使本要

ル月、とて日の

。 の８

号

平提持

平成出参

成場、
十年所郵
四は送
年月、

十書

の 号

番相

び

札

方

号手

幌

平決
を

医

し

成定

科

６。

年た

大 月

学 日

第
律ま住

法含の

年に者

檜檜藤
江粂 第

郡郡 ）

山山田 号

江
差差蔵

柳柳 １

字字 第

町町 条
１ すー

号 るザ支

照書

の明

め説

たル

庁

と
こ

口る

窓よ

会に

告

領同す

受日に用円否

。

午語

限）。言

期金じる

提時通

に５び

び後及

並
び
及

所
場

出貨

月日に留

十同郵

八金じ便

日

に

５）

後る

午限

）。に

時

金

る
よ

曜。

日

告

建札

檜

示

科

第医

指幌

崎 項

野
秋

号長

１学

－大

の

崎
北

規

の 檜 に１地 道 定番番 海

の、 庁 次ち 支 るう 山 よ
為筆 行９ 伊 発か 開ほ 長

に

藤

示

３

明
豊

法
方

ン

札生人コ

落アイアイ

学心ピ

者化氏住工氏住
ー

氏自名所肺名所ュ

の

１２

工

満 る
す

関

名動シ

札生人コ札成

平落落平

成

に化工ンを

年係学心ピ決年

る自肺ュ定月 月物動シーし

札

次

６７

幌

の 医

と

随地契

科

お

意方約名所

大

り

契自に在

学

一

約治関称地

告

般

に法す

示

３４５

よ施る

意油約意

平随随重契随
の契

成意氏住

契契

相約
手

年約名所約

１２
月相係１方

９のに

契

意油意

随重随
約

契

の

約

札ッ

及分ステ

係１相

に

ム式幌ド

び析株札テ株

ス会市会市ラ

住シ式幌

エ石オ

テ社北社白ジ

所

東ラ

ト北ス区グ

ムム区

エ ウ

２ー

西シ幌ィ

条ム札フ

目西ス

丁条シ

４ー

品分ステた日

のシムド

日等析テッ日
グ

及ムオ

称テジ

名スラ

競

ス
シ
ー

ィ

量フ

数ラ

び

第

争

っ行事札札

た令務幌幌

入 号 理を医市

当大央に

由昭担科中札

す学区よ

和
政組務１落

年る事南り

第の管西者

令織局条札
を 名財

を

）及目定

号称課丁決

手北東る種
約号定

日方日京契１決

額た

氏石中金し

の本都

続

及株区１手

名油央
社橋た

住会本当

び式日

手

丁価

２単

町の

浜り

所

等決

品号を

物１方

る種
予日

称達た

名調し

の定

量量
数数

び定
及

テ

１
－

５
目
丁ム

１５テ

医
幌式式式

札一一一
ム 所た

第びし

秋
長
学

大
科

在。

号
６

第
項
１
第

２
の地 条

目

規
の

番
号円 ５

一
〇
六

。
る
よ

に
定

明
豊

野



３
ビ契 る
平一）道札ス約

平 成般又が幌が条

成 競は行市可項

十 年争理う内能を

四 北入化指及な示

年 海札学名びこす

十 道又機競隣と場

北 海

１２

調バ調納納札の

入入次

入参ず

に達イ達にい

札
すハす加れ

付をオを入

も

るるザる期場すに

す

品日所者該

事物ー物る

項品ド

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成 立 所

お 衛 在

り年 生 地

一 学

般月 院

競 告 札

争日 示 幌

第

５６７

般般成約名

契一一平契
に

人コ約

工ンの競競
札す

心ピ相争争年関称

方札札幌る

肺ュ手入入

幌

ステをの医事札

シー
テッ決公科務

号

４
学

氏住金化
札生

アイ落

千東析
分

動

名所自
額

月 告は器争接。所

十 示指・入す

八 第名計札る

日 競測に市

及入器し村

号争機関町

平にび指本

び札及てに

金

加材を又

成参資名店

曜 年す停は

北る中止支

日

等対等に当
海資分さ店

仕平北要る

の策の必す
と

称キ様成海なこ

名用

道資 及ャ等

衛

びビ年立格。

数ネ

学

量ッ入月生

ト札
及物

一書生

明微

説日院

入

式

第

札

市

７ 中道

号 央
区以 立

１
南下

衛

西札

条入

生」

丁と 学

う

目い

院

担科

ムド定告大を医

。

す学

ジた告当大

ラし学
組務

グ続第る事

オ手示

ラ
ー名院

ィの病

フ号織局
係

テび計

ス及会

シ称課

中テ

田都ス

代京シ

ム所

ル重
カ八

ィ区
デ央ム

メ
－

５
社目

会丁
式１

株洲

道格類れ
て営 告を
第すのな所

示有）い業

号者ずこを

９るいい）

規うか。し

にのれと有

格速

す、資迅

定ちの、

品機有ア

物療をな

る医

様習

仕実

び学

の器すフ

）北

。
る
よ

に
書室

告

実道

を海

示

長
院

。学

る生

す衛

施立

地
在

利
毛

３

円円

購るタ

円

。ー

に分とサ

入中こー

係類

札掲札

提提開に入

そ号
に

時る額 のの 出出げ金

期場入

７８９

郵郵落財入契要入入

て

参参

務 便便札札約札札

規 等及者書

申希

則 にびの有作加加

なの込望

第 よ電決効成

６

臣
義

る報定

入。札交交

第う入

札）説
書 の 保第明付付 条
証

の場方 ７

５

金

入保
下 札金 札

入開開入以証

保 札札札にを

４

日場日加付
消 参納

道道執

海海札入

北北入
生場場

幌衛の

札立行札

限所他及る

お札係

に 市

北の税

、こ費

てび消

い

の

に 成便海公等

２ 平郵
番道告 規

衛定扱

定 年号立に取

す

生めい る 年
－学る 資

院入 格 日

総札 を

入に方入要書者
、 １ 札よ法札否のは 条

に の 入限出次 項 るに提

認）り 定 は。よ 規 札る

の り

なた定 よ

めし所 に
た
落札 め

。を入 定

い者

所法 びか の交 及条

札参

の関 海第 付に 北ら 納付

道す北北電 免

場 務 除条る海海話の 財

立号所 規
、ま事道道番

付の幌衛で 則
納で項札

交 方定市生

す 和
法め中学－付 昭
等る央院

る はと区総

時金よる
税 しす

証費

－

。
と とと

」 うこ
等 時所

す
者
う 海成ににる

い 北平
同同。 道

。。、
） 立年じじは
相 衛

の
当 生月そ
額 学

所

中学所

含 の
を 院日者

北

南務日

区総び

央院及
札

西道

条海

２課時

月務に

区
央
中

目市

丁幌

る
な 海す

し ）北課関
有

市に
の 幌件

者 札条
い 道

た 中違 し

一 入 央反

〇 札 区し

七

は 務 条札 財 ２入 、 南た

す込 価
と申 定

者加 予

西

出 限

提 制
。を の
る書 格

。 で

と 内

こ 囲

る 範

す の

、こ南務。 年

低
最

北 地ろ２課

海
規内 自よ西 道

方に条

線 治る
第
法。丁 則
施目

行
令号・

。
和下

昭以

。 会後積
む 大午見

年財

た
の 室時っ

） 議１も
契

に
額５
金の
約分

２
南

及る
税す

費当
消相

条

、 規

目
丁

則

目効 第 丁無
と

も
を

格
価

の

。
各る
す 条

」
第則

令規
政務

っ

方上
地以

び額

）い
号と

税札
費入
消の



２

調履履札の平道対

入次

行調

達にい成が象

を参ず

指船

す加れ年う査 行行

特るも海名お

るすに北

定者該道競や 期場

北 海

協１
調試

のおの平入

次な定

達験

札 と、適成

おこ用

す査 付

りのを年を調 に

一入受

特お

す 般札け月る船

る 競にる

争係。日定や

道 公 報

海
北
道 アイ

立 こ詳

中 名所の細

央 入は

水 在札、

産 の入

試 執札

験 称地行説

第

場約

税相者入契

イアイ

札あ説に

事当落で札日
会す

者る者る明関

業す
あ額なをのる

で金とか

るをっ申日時所事

号

る捨

ア
平落額て

成札をた
十決加金
四定算額
年にし）
十

お

役に当告争し

当たを

第札丸

務日所必す示入
にの

の要る

仕なこ

関定 様平造資と

てい

等成船格。号しけ

所に

ら

入１定名か

年規指港

る停航

札月すを

説

事

書舶さ速

明日船止海

丸

札調項務お

入る役し

達の
及修

下、称架

以は名上
び理 入

と月
」４量事

札年数工

北 い
。マ道式

う日海一

場 は明

告 、書道

示 北郵電公に立第 海便話開よ

中２ 道番番する

号 立号号る。央 衛。

水 生
学－－産 院

試 － 総
務験 課北

者出及を

か入たし時務

税書はるび平北担

免札

道す

事に、こ場成海当

業記落と所

衛組

者載札。年立る

です決

学の

ある定月生織

るこ後

を。や称

かと速日院名

わに前会び

問か午大及

月た金も

十っ額っ

八てて

日

格

入金価

、該札

は当落

書にと

札額

金

記円る

に１す

曜

さ満で

載未の

日

にのれ力

れの、

よ建て
いト

。又なッ

る造いノ

の。お

理とお

修こで

は
格ね

資む

を

中

）ラ立

る以

す間

有時

で産

施ュ水

実シ央

をケ

長

さ場

。成験

る作試

す
達
調池

府
政小

た
れ

場
道

海
告
線 札内
示 幌
市
央・ 中
区

西
条
２
南

費時室在

ず消９議所

丁

地

、
見税

事

た税

っ課

もの

積等分

る

のあ

額で

金者

約業

契

か

参

額がに

金数札

た端入
きる 該とす

当る加

にあ
そ、 の、は 額は者 金
の消

内

金等 ５
数税 の
端費 分

６

行

。航

とに

こ

入保和

開開入以証入
保 にを北

札下札 札金年

付道 保証 消 参納海 札札

５
る
す雄

関
に幹

加

道執

海海札入入

北北入
場

市中の札札 余立行

道
４

目

郡央

申査
約 の審

かアイウ契

請請項 査請を
条 審申申

の免 分

申類っを を書行

税
事

３

に業

者 イ条

は

三船付、 条 青県造件こ

県平沢所一ア の の 森太

の 札 小洋市内般か ５ 入

相
額に に

泊かかに競ら

のア

すり課
切る 当
を係

ー

範のホ

る理オ

き修
で

しす規
金 費 に力ツ

囲能

納 等 よる則 証 場日の 税

付 」 うこ第
の と 所時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者

同、

納 ） にには下
、 。

付 相 同
。。の務
方 当 じじそ財

は 含 の則
等 を 者規

法 額

試び

市産及場日 余水所
総
中場時

浜験日所時

町
務北場余部平

町
部会）成 番海市

道郡 議
余余 室年 地

市市

のの

余浜 送５

郡町 郵月

時方 し提とす

請のた示

け期法先は所

な出き場

申け郵北電査

ば審

れ、

ら成請れ便海話結

な平
書ば番道番果 な

中申

い年類な号立号を

はら 。

請 央 月提な

者 出い－水－

の 、 村らら乾争ウ ２ は
札で 規 地 か津三ド入ま

村ク参に 定 方 ら軽廐ッ

森峡ま又加定 に 自 青海

る 法 県地では資め よ 治
のと 条 施 深域の乾格る

囲ッ審こ 件 行 浦に範ド

まいにク査ろ 付 令 町お

一

る準よ 般 昭 でてあにに

和 は
離、港ずり 競

び

次っ及

る持海

あをク
こ海

げる本

掲い日

にて
お

造に

に。域

港と地

る

と
、 む 見」

をて

所い

船

の っう
令 ） もい

政 。 積
た。
第

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る

る午

町町 よ
市中 に日

及

浜
場後

は時 地 町合２ 番 中
、

に 道
便送 地海
郵郵 番北

る 海中
号よ 北立

番

場 道央

産に

－合 立水

日先。

通 試－ かの
ら指験知
す 示北場

る

部

６よ道務。

月に海総
余

で成郡

ま作市

日り余

争

書中

請浜

申町

た市

し

島北る、

備の 札 政 を海設２ 入 年
で 令 含道
む室
。蘭特及 あ 第

）市殊び る
の 号
以

範ら架に で 。

のか上

海及げ 入 下

囲北台掲 、

あ道びる 札

に

路格 参 令

る福斜資 に 政

、

有は

町）を 加 」

港島

別

、紋

つ道

か海

、北

し
ト市

総

一ンか

〇数ら

八北
海
松 ン道 ト

規 上
地ま 務 以
び条 財 額

費定 入
消の 則 の
方で

は 中産

税札昭め

、 央試

） 試総
北着 産場

必 水験

類町

験道務
海

を

を有 し と

な
し地 出番 提 する うう

で有す よ い

ま

こど す ）

びるか と 。

及

船前 型

。

森と第るう

青

で
ま 舶町

）び 船及 鋼



契契日こ

アイ

平 約名所約本の

成 にの語入

十 関手及札

四 在 す続び及

年 るに日び

十 事お本契

北 海

札日場

者員る入

イアイ

明

札あ一と説

落でのこ
免の

とかに会

者る部。

っ申税日

なを

道 公 報

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

第

８９
っ

約 務 交入

落財て契要そ

則 者書 規札

札

効の 第有 の作 付
決成
な
入 条 定の 方

号

７
付 ろ明

こ説
と札交

る入
。付場 る交

よの
に書

月 務い国約

十 を称地て通は

八 担使貨、

日

手

す北郵電す達

当用調

道番番言続

る海便話る

織立号号語の

組

金 の中及停

び止 名央

曜 通等

貨が － 称水－

及産

日 有 － び試

者出業及時所

たし事時

北小

、こが場

はる者び

。る成海樽

落とい所平
道港

札
決たと

樽３

定だき年小第

後しは
共５港埠

速、、月市号

か札同日町頭

や落
に者企３

札

てた びる金もか入

い

て税書

、っ こ消額っ免

２て の費

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

るか

資に るい１する。

を載 札未のを

格記 入円

関の、わ

有さ に満で問

に否他 １札 方要 第

しれ

。 規る の限 項 法法
よ

番場し に

話の） 定 電
で者 り

号所た

交を 定

付落 め

す札 た －
る者 予

海

事郵北

る
す

関所
に

－
中

号立
番道

項便
央
産

－水
試

所験り
得 在場北

る

郡
市
部余

務道。

地総海
町
中
浜
町
市
余

共体前バ

消が業午番番
ー

費
税同消

等試

の業税

等企費時ス

事場税調

税の免験

課体
者お

者で業船

業合事査

るて出し

あっ申や

であ

なた す端入ず

か、書お

条がに見

い金 る数札、
加も

のに 件あ参積

者額

た該 違とすっ し当 にる

しは者契 入金 反きるた
、金 、の た、は約 札額

入そ 財札の消額

の 規は端費の 分 務
則無数税

５

。と 定

効金等

す 価
る 格

最
で

内
囲

範
の

限
制
。 の

部
道務

海総
北場

験

の
低 町
中
浜
町
市
余
郡
市

余

３
地
番

者か い条

はの

こ船付、審 条 る造件こ

を ５ 入 と所一ア査 の の

に競ら申 の 札 。内般か

事構出

税の提

免そを丸

２

業成す

調履履札の平道道

入次

行
内 達にい成が
に を参ず
北指
造 す加れ年う 行行

と額に に分 第

るすに

相の すを係

条当 る切る

協１

各。すり課に
調試

のおの平入

次な定

達験

札 と、適成

おこ用

す査 付

りのを年を調 に

一入受

も
を

格
価

般札け月る船

海
北
道 ．．

立
釧
路
水
産

地
番

．

詳
細
は
、

し の 、 乾争ウ請 ２ は 入

方 ッ札でな 規 地 ド入ま

加定れ に 自 ク参にけ 定

な る 法 は資めば よ 治 又

行 ドのとら 条 施 乾格る

査ろい 付 令 ッ審こな 件
一

ク

り 競 和 準よ 般 昭 にに。

ず

競 期場所 特るも海名
船

役に当告争
を 定者該道

札
し 務日所必す示入

有
に
、 の要る第

か 仕なこ

関つ 様平造資と
にて
、 等成船格。号し

所総
を
ン 入２定名

ト 年規指

説７る停
数 札月す

特北

す
る 競にる
る役丸 事

争係。日定辰

達の架

札調項務上

入

及工

下、称理

以は名修
び事 入

式

と月一

」４量

札年数

北 い
試
験
場
告 道

示 立第

釧１
号 路

水
産
試

札
説
明
書
に
よ
る
。

る、 争
で 令 備の 札 政 設２ 入 年

特及 あ 第

殊び る
の 号
以

架に で 。

上

一 台掲 、

〇 及げ 入 下

九 びる 札
加 」

路格 参 令

斜資 に 政

）を

明日船止
て型

にのれン

書舶さト

。又な舶

る造い船

よ建
はい

の

の。）

理と船

修こ鋼

う日海

有の

を理

格修

資

路

をケ釧

）ラ立

。マ道

作試

すで産

施ュ水

実シ

山

た
れ長

さ場

。成験

る
府

政

験
場
告
示

うう

有す よ い

を有 し と

こど す ）

るか と 。

する を

る力

す能

。
と第るう

に
達
調崎

て

。っ

と持

こ

る
す宏

関



っ

８９

札約 務 交入

落財て契要

則 者書 規札
効
第有 の作 付
決成
な
入 条 定の 方

北 海

７
と札交

下金和る入

入を入
北ろ明

消札 札納年こ説

参す海に書付 費保 に付

交

等金 加る道よの

税証
則。付場 の 」 しこ規る

と よと

道 公 報

５６

行

札 執
札入入開開

入入

場日 所
場保 の札札札札

及証 場日

第

４
約 審海海話

ウ契北北電

を釧立号

条 申査道道番

書行路釧 項 請

を 類っ市路 示

提と町産 す－ のた浜水

号

アイ

平申申
成

請請 十
四のの 年
十

項 法法に否 １札 方要 第
。 規る の限

場し に

海話の） 定 北電
で者 り

立号所た よ

道番
釧

交を 定 路

付落 め

産す札 た － 水

る者 予

所

付 い う。第に

納

－ 試

関 の う と

除 ） る。る

免 。 す号す

は下項便

、 相 者以事郵

付 額 、番

納 当

法 含 の務
方 を そ財号

等 む 見規
は 。 積則－

、 ） も」
政 の っと

時
日所時所時金

び
北町平
同同

海郵２成にに

道送番

。。

釧に６年じじ

路よ号
合海日

浜場北４

市る月

２は道

町

場

先は所番験－ 出き２試

、６場

結総

郵北電査画

審号企

を部

番道番果務

便海話
釧申

号立号
請 路

者

産に － －水

通 試－

時方

月
十期法

八
日

書ば

成請れ

平申け

年類な

金はら

月提な

曜出い

日先。

日

験。と 定

かの

す 価 場

る 格

部の

務限

総制

画。 の

企

たい

の
低

最
で

内
囲

範

令

契う北

約。海 分第

の 金）道
路 の に

額第釧 条 ５

市 ７ 相

町 び すか 費浜 及 当条 消

番 海 額第 及２ 北 るら 税
び

６ 道 以 地

午

消ま 務 の
方条号 財 上

６郵釧前

番、立

号便路

北号産
番水時

海試郵
験送 道

企よ

立－場に

釧

画る 路
海部は

産北務合

水総場

験知

験道）、

試

す 北場

る

部
路務
釧総

道画。

海企

示
ら指

号
６
番
２
町
浜
市 で成
ま作
日り

６よ
月に

を
格

価

を
類
書
請
申
た
し

協

も
北

次な定 海

のおの 道

と、適 立

おこ用 稚

りのを 内

一入受 水

般札け 産

定 保
税の 則 札
費で 規 入

以証昭め
．．．

こ詳
の細
入は
札、

市）

会路着

場釧必

及入

室浜
議

所約本

員る契契日

アイ

及

一とにの語

のこ約名

にす続び

部。関手

落で

入る捨税相者

アイ

業す札あ

札落額て事当

加金者る者る

札 金をた

提

等算額で金とか

決 額

な
し
出

時る
のげ

札掲
開に

そ号
入 の

競にる 試

争係。 験

入る 場

札調 告 道

達 示 立以は 第
稚下、 ２

号 内入

水

」４
札年

産と月

試い

び札
契説
約明
は書
、に
調よ
達る
手。
続
の
停
止
等

国

税事お本

免るに日 在

貨

業を称地て通

事務い

北郵電す

が当用

者担使
番言

るる海便話る

いす

き織立号号語

と組道番

はの釧及
び 、名路

通

あ額なを

定

－ 共称水－

たをるをっ申

に にし）

た る金もか入たし

当 係

はる

っ 消額っ免札者出

て 費て税書
落と

は 税当落事に、こ

者載札。

、 等該札業記

額格です決た

入 の金価

書 扱にとある定だ

札 取

速、

に い１するこ後し

のを。や落

記円るかと

こ
てび

い及
お札

に

載未

定に
規告

に公
２の

、 他
を札

格入
資る

るめ
す定

う日 験。マ

場

をケ
）ラ

告実シ

示

れ
さ

。成
る作

すで
施ュ

府
政

た

が
有
り
得
る
。

貨 同及産

－ 企び試

業所験

体在場北

税総釧

費画道

消地企海

事町

税浜

免部市

等務路

で問か札
申６

者番

業２

消が

れの、わに者

さ満
金数札、費共

た端入ず
参積等企

額がに見税同
課体

当る加もの業

にあ
金きるた税の 該とすっ
は約業合 額は者契事場

そ、金者で の、
の消額であ

し関
有に

端費のあっ 分

しに
の件

者条
いる

なす
た違

一入反

一札し

〇

に
達

調

は 務札 財入 、た

る
す

関

るて の

す
出
提

を
書

出号 数税

か、 ５
相の 額に免そ に分 金等
を係税の
事構 当切る

効 則無 規

すり課に業成

と 第
す
各。

る 条



５

海話札入

北電入

平 道番執

成

札 立号行

十 稚の

四 場 内

年 所 －場 水

十 産及

北 海

４

申査道
約 審海

イウ契北

書行内 請項 請を稚
条 申

す

のた末 示 の類っ市 を

提と広

道 公 報

３

者かア 条

はの

船付、審申 条 総造件こ
５ 入 ン所一ア査 の の ト

ら申 の 札 数内般かを請

に競の は

乾争ウ請 ２

ド入まし の ト、

第

２

試調履履札の平道

入次

行

験達にい成が

調を参ず
北指

査す加れ年う 行行

北特るも海名

船るすに

洋定者該道競 期場

号

１
達
札 成調

平入
す 付

年を に
特
す 月る
る 日定

月 び － 試

十 験日所

八 時 場

日

海議市）

画北会内部

企
部稚広

務道室末

総

金

市送丁

内郵４

曜

広よ５

末に目

日

所丁

出き４ 場 方

４る番

電査番

審５

、目

法先は

申け郵北

請れ便海話結

立号を

書ば番道番果号

はら稚申

類な号

請 内 提な

者

産に － 出い－水

先。

通 試－ の

型方 ッ札でな 規 ン時 地

れ に 船自 ク参にけ期 定

は資めば よ 舶治 又加定

乾格るな平 る 法

船行 ドのとら成 条 鋼施
件
令 ッ審こな

一 のク査ろい年 付 ）

昭 にに。

競 理和 準よ月 般 修
ずり のる、日 争

告争

政 力設２か 入 年 能

日所必す示入

丸役に当

に

架の要る第札

上務
修仕なこ

関 理様平造資と
にて

工等成船格。号し

所 事

月すを

入２定名

年規指

日船止

式説６る停

一札

名
の

項務
役 事

書舶さ

明

道
海

北

量
数

び
及

称

丁場
郵海

番、北

５は
目合号

海内

北号稚
番立

号便道
水 道

試

立－産

稚

験 内

指験知

水場

す 示北場

る

り稚総

よ道画。

に海企

た広

し末

成市部

作内務

を番

類５

書目

請丁

申４

で 令 を備のら 札

っ特及月 あ 第 持
殊び６ る

日 の 号 て

、 以 る架にま で 。 い上

札 と及げ 入 下 こ台掲で

びる

」

路格 参 令

斜資 に 政 。

す よ い

を有 し と

）を 加

る造い

よ建て

にのれ

有

。
理と
修こ

はい

。又な

内
稚

立

る
す
有
を
格
資
の

北企

田
岡

長
場
験
試
産

水

場稚務

験道総

試海画

産
こ約名

相者員る契

イア

す札あ一とに

当落での

とかにす

る者る部。関

金

提
な
し
出号

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

時決 る額加金者

の札 げ

する うう

入等算額で の

るう

こど す ）

るか と 。

っ

８９

。
と第

札約 務 交入

落財て契要

則 者書 規札

７
。
と
こ

効
第有 の作 付

と札交

下金和る入

入を入
北ろ明

消札 札納年こ説

参す海に書付 費保 に付

６

二
鳳

加る道よの

税証

る

保

札札札
札

入開開
入

務

をっ申税事

額なを免

札者出業を称

入たし事

に、こが当

書はる者担

。るる海

記落といす北
織立

す決たと組道

載札
こ後しはの稚

る定だき
落共称水

と速、、名内

に 札にし）あ

に定

。や

もか

い当 及係たをる

お
こ消額っ免

てた びる金

２て の費て税

、っ 他

該札業

には 公税当落事

入 にの金価者

規、 告等

とあ

す札 定取額格で

定
るい１する

る書 め扱に
のを

格記 入円るか

資に

を載 札未

決成
な

１札 方要 第入 条 定の 方

。 規る の限 項 法法に否

場し に

海話の） 定 北電
で者 り

立号所た よ

道番
稚

交を 定 内

付落 め

」 しこ規る交

等金

－ 水

に

納 と よと則。付場 の

関所

付 い う。第
の う と

除 ） る。る

免 。 す号す

は下項便

、 相 者以事郵

付 額 、番

納 当

法 含 の務
方 を そ財号

等 む 見規

金
証 日場日

は 。 積則－

時所時
同同

成にに

平
。。

年じじ

企び試

か札同及産

６
月

体在場

消が業所験

に者
企費画

税同消地企

費共
課体等務

の業税総

等

一 税の免部

一 事場税

一

申

であ者

者で業

業合事

、わ

有さ に満で問

あっ

なた す端入ず

しれ 関の

条がに見

い金 る数札、
加も

のに 件あ参積

者額

た該 違とすっ し当 にる

しは者契 入金 反きるた
、金 、の た、は約 札額

入そ 財札の消額

産す札 た

は端費の 分 務

る者 予

験。と 定 － 試

す 価 場

る 格

部の

務限

総制

画。 の

企

最
で

内
囲

範

、 ） も」
政 の っと

たい 令

契う北

約。海 分第

の 金）道
内 の に

額第稚 条 ５

市 ７ 相

広 び すか 費末 及 当条 消

丁 海 額第 及４ 北 るら 税
び

目 道 以

前
午

日

地

時

るて出

合
場
る

よ
に

送
郵

出

税の提

免そを

か、書

の 規

業成す

事構

則無数税

５

と額に に分 第効金等

相の すを係

条当 る切る

格
価

の
低

各。すり課に も
を

消ま番 務 の
方条５ 財 上

規 入 費で
定 保

税の号 則 札

）
着
必

、
は

以証昭め



２３

札の入破札幌

入次入札

に者得中

にい札産心市
、区

加れ係で書央

参ず
も契権契南 札すにる復

幌る
者該約を約

北 海

土土 成札物札札 平入
１

に件
番－－

す号１２ 年付
土札札 月る

幌幌 日地

道 公 報

北

次 海

の 道

と 札

お 幌

り 土

一 木

般 現

競 業

争 所

第

．．．

日こ詳

本の細

語入は

及札、

び及入

日び札

本契説

号

契

イ
平所約

成の
十手
四在続
年に
十お

項西 南に当を得条条 市
区必し締な

要な結いそ
他目 山ないす者の丁 石
条格と能関２ ２資者る

丁るを書１ ６す力係番

しを 目。有類号

な示

及所市市
８者場

番いす

在 札石石 入区区 び南南

６６

条条 時２２ 日山山

目目

丁丁 地

海１６

北番番 番

入 告

札 示 道

第

札以 ５

下 号 幌
土入

札 木」
と 現

い

業う
。 所

国約明

通は書

貨、に
調よ
達る
手。
続
の
停
止
等
が
有

月い

十地て

八使

日

番番言

便話る

郵電す
用

号号語

金及
び

曜通
貨 － －

日－

前
午

所

札
道

時

面 幌積 土
木

前成 所入平午平 業
現）

長成

札
執 佐年時年

藤行月月

）
に 告

よ

示り
道
有
財
産
土
地
）
を
売

り
得
る
。

北
目
丁
４
広
末
市
内
稚

道
海

番
５

札のの開に落

入こそ号

行札げ者

札 執入他掲札

公、入な

時 のはるが

の

８９

功

時

日日 日

提提

約契契の入入

契定
参参出出

者約約期札札

作の加加期場

が書書日

納

込望

付成作契申希限所

６７

。
う
払
り

しの成約

証お

属郵認契落保な
約

な保金、

札 なす便め約

。はい証を契

者 おる又

者

契 落電も金道約

が 、

５

札報のに

入以入。

札北入額第う

幌海札

市道保上札）
の に 中札証の保第 条 札
参 央幌金入証７ 区土札金

道執

海話札

北電入
４

号

行 札

場

幌－の

開は場

お 開公札い

に 土

す無は

て 海と、合

い 北

。と最

２ 札る効、

、 道

定 木る入

規 土す高

に 幌

資 所と

る 業者

す 現。札

要を締書者

を 管意

格随

幌

契否要結のは平札

た

市

約及しの提、成

保び、日出次

央

証代代かに年中

金金金らよ
り月区 は支は

南 道払北日所

に方海以定日

帰法道内の条

属札）入月西

す幌ま札）

にと納が

約

る土で参丁

す該

締 がよす付当

を 者

し 約入。る契

結 契るる

定

う 締とに

よ を札こ約
義

る なる

す しめ

と 結。

は不

は きの

き と務

と い
か し 南木保の及条 加

、

現証納び
ら よ
をの海第 う 条業金付北

と 西所道 入免 す

、ま 務 る 丁第札除条 財

２会始納で 規 者 目１開
方定

、 番議前付の 則 は
そ １室に
に等る 和 の 号道法め 昭

者
の納はと

所

現－ 木
業

理線 管内
所

部

を

し 部約

有 理契

課
地
用

のこ

者 課う

い 地行

な 用

、。 札る 入あ たが しと

指申２

。木に加目

務
財

号

所の書１

業定込番

現

す

発に出

が所提

長場を

ると

るすこ

す入る

行納

、履

知。
通と

入こ。

納

額 落理

金 該を

約 当行

契

者に

の 札由

が契

付を の

納約 分

し解

す

札れ 当

入さ 相

た除 に

地ろ 北 見付、こ 年

保た

自よ 道 もる方に 海 積す
法。 則 たと治る 規 っこ
約施第 契。
金行

の。 額令号
昭以
和下

分

年財 の

一
一
二

第
則

規 と る

指
、
り

よ
に

書

各
条

道、 上

はは 以

金き 額

証

に

政務 ５

帰契該

に当 の

当」
第則 相

令規

る）い
号 すと



北

次 海

の平 道

と成 教

平 お 育

成 り年 庁

十 一 釧

四 般月 路

年 競 教

十 争日 育

北 海

５６７

般成約名所

契一一平契
に在

約般
の競競
入北す

相争争年関称地

事北北

方札札海る

手入
決公立務海海

をの道

道 公 報

３４

平落落

成札氏住氏住札

者金

年の名所名所額

氏
月名

坂幌

４及株札早札円円

日び式幌

第

１２ 北

次 海

の平落落 道

と成札人大札 立

に間型を お 北

り年係工振決 方

る学動定 一 建

般月物情実し 築

品報験た 競 総

争日等解用日 合

号

月 入 局

十 札 告 道
八 示 教日 以 第

育下
号

２

庁入

釧札

金 」 路と

曜 教

う海

い北

育日

立旭

定告北を道道

。道

方市

た建当北川

し方担
築が

続総る建緑

手築す
究の合東

研織総丘

合組
所３

告称究条

所名研１

１所画目

第び企丁

示及

所社中工東

住会市理市
会６

ク区式北

テ央株区
４

デ条東

メ３社条

ノ北

丁

ィ西
カ

入の析デ

番
１

目
ル丁目

研

札名シー 究

に称スタ 所

よ及テ処 告

りびム理 示

落数・ 第

札量解 ３

者析 号

一一

定道

決海置

を北装

た北式式

し立

告道
立
北
方
建
築
総
合

局

を育

）教

告実庁

示

長
局

。育

る教

す路

施釧

地務番

号在総１

村
木

部

総
築

建

。方地

課
務

総号

辻
長
所
究
研
合

研
究

示所

４５
範

征

約 審海海札

ウ契北北入

を釧教行

条 申査道道執
庁場 を 書行路育の 項 請

３

類っ市

者のアイ 条

は審

の の 付ア査申申 条 件こ
般ら申請請 ５ 入 一かを

競ウ請 の 札

格道当こ当る

次資るあ

い成をが該と該こ

の平
有行調を調と ず

明物

れ年すう達証達。

２

司
博

に北る指物

を参

達に

調契納納札
入

１

すす

要加 約入入 ソ に達ーー

札調パパ

入

示 るルル

すナナ 付
をソ

と見路及 す

のた浦釧所

丁育日

出き２教び 場

提

審１企

、目局時

先は所

便海結１総

郵北査番画

申

号教を課

番道果号務

育
庁請

争まし ２のの は

－釧者

け 規時方 地 入でな の 、
自 参定れ期法 定 方 札に

法 資るな よ 治 加めば に

ば 条 施 格とら平申れ る

書な 件 行 のこな成請

令 審ろい

一

査に。年のら 付

提な 昭よ

先。 競 和り月出い 般
、

にたに

も海こ名品し品

告。争関者関

該道と競
、あ、

す示入しでし

当

に迅る要

る第札

こ

すなと仕

と号関速こ求

指フ書

はるア。様

。又

をー記

成名タに

平

者 期期場 るる

年停サ載

の要

等間日所必

品に

物
様平のす平北北資

仕な

道道

等成範る成海海格

囲こ
が１路糠

年内と年釧白

札月、有月北養

入１で

ココ

す

説６平り６高護

ュ

等ピピ 事
品ンン る物

及
称タタ

名ーー

項のュ
量式式

数一一

び

７

１
月

路に
教通

画。

海企る

北局す
育知

路務
釧総
道

一 市課

一 浦

三

２日の 争

目
丁

２
見

ら示 札 政のか指 入 年

に で 令及
び月よ あ 第

５り る
掲ま成 で 。

に日作 の 号
札
るた 入 下

げでし 、 以

資申

加 」

を書 参 令

格請 に 政

海さビ要

北止ーの

有類

メを

告て・等

道れス件

９いテた

第なン満

示い
スい

にとンて

号こナし

制と

す体こ

定のる

規。

日成得日等学

物がを

る

る学校

明
書か

）

及ら年。月校

び平
要成月

求

度

書月限

様３を

仕年日

に

契

。で該

るま当

よ日に

り１１

た××

当台台

。

単
の校校

）校
科学

）通護

価普養

い

すを し と

号
１
番

１

）

し と 。

か出 うう
る提 よ

証

第るかけ

うな す ）

ど れた

賃さし

の備明

品整

期
た約

のいで

借て者

貸

算長
予延

、を
し間

だ



約名

事校者員る契

イア

あ一とに

業分落でのこ

での者る部。関

者）札
とかにす あ

なを免る

かっ申税事 分 る

北 海

た

開に入額て

要そ号ア
札 げ金加金

札掲札落を
し） の時決 る額算額

の
おに 札係たを

に定 入に
当 及る金も

道 公 報

１月

８９

海 交交のた

落北項当契

財定の 者書 道規り

札約

規よ価

務に単 の作 付付

を 定の 場方則り）

決成

定

第

６７
保説

入開開札札

入入入
の 保金書 札札札証明

札
免付 証 日場日、交

は

号

入
平
成

札 十
四
年場 十

免たし事務 の
者出業を称 税

、こが当

事にはる者担
海

者当落といす北

業相

たと組道

です札。るる

る金定だき織教

ある決

、名庁

か額後しはの育

入や落共称釧

をを速、

び教

わ札か札同及路

問

び消額っ

い

ず書に者企

、っ 他こ費て

てた

公及該札

２て の税当落
額格

規、 告び金価

には

す札 定方にと

定入 に地
る費円る

る書 め消１す
満で

格記 入税未の

資に

を載 札
関下端入

有さ に以の、

しれ

法法たっ否

昭めも 方要

予て

和 所

価札

年定入

海 海海の格
北 北北

道 道道場有

育で月な

規 釧教所１効
た札

第 市庁交当入

則 路
浦釧付
教るの限

号 見路すりに

時所時金す関
除に

。 ２
事

。る
るす

平と
）同同

成郵。にに項

送

。。

に 年じじ

よ
る 月
場
合 日
は

月
十所

八
日

海議
北会号

道室
釧－

金路北
市海

曜

見釧北

浦道

日

、に消が業所育

２路海

消地企

見記費共体在局

もす等企費画

積載税同
課体等務

っるの業税総

場税

１と税の免課

たこ
者で業

当業合事

月。事

出

のあっ申

りであ者

た

す数札
約か、書

契るて

なた

条費あ参

い金 る消がに
とす

のに 件税る加

者額

た該 違」きる し当 に等
しい、は 入金 反とは者

たうそ、 札額

、入。の消
数税 分 務札）端費 の 財

に 則、取金等 ５ 規はの

以 丁育。単る

無扱額に

１企））

下 目局価。

務 １総制た 財 番画のし
落 則 課のを 規 号務限者

でと い内者 と囲札 」範

火

の。 ）低る 。最す う

前成
午平

）、
時年

月

目庁教

丁支道

に
で

ま
日

路

１）釧

番館庁

１別育

号
よ企

海に局

北送育
郵教

庁合務

育場総

教る画

道

税の提

金免そを

釧は課

事構出

額

代製う型式
１

２業成す
業遊遊 表 定は造事

検又
請称は所技技 者

申名又

効いを係 相 第

当 と切る

各るる捨税

すり課 条す

条務た

。

北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

の機同 安化

認の規年 委等

定型則 員に

及式第月 会

価 第
格
条

議十

録公衆議第

登

第１

消小区 選

抹印院三 員

を

長 北

た挙挙

しの選挙選

条
員８

こ
の

着
必

公名区

次会

詳と示２成

の告第平

細お第項
の年 はり

入公号規

教郵
路、）

札印）定月

局番
育便

の機機 及
札
入

所の
こ

イ

のび査所のの

の 者及検
地類分

氏住を在種区 氏

東サ代埼回遊

名所名行
取県式機

京ミ表玉胴技
技認

豊株締川遊の

都ー

及

区会市機定

島式役越
一型

池見台び

東社里南

関

袋

びに９ 告す

型関条日 示

式す第
る

第

のる１
法

道律

検技項 号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
年 関規に

委

第 規適公
律 るにり

員則合示

委釧

称出道印

印選之 海

機選会
道路 付員 海

備北

名理局所

管務 関挙支 事

用一文 海
北

説を第の
例日 明廃

にしのよ

書止号に

道

よた規り

選

。でに印

るの定公

挙、基台

管

海きの

北づ帳

理

選北録

道、登

委

、

地は
約
契
び 在

挙海を

番番続

便話手

郵電達
調

停

号号の
止
な

検

丁治目の

二丁式

－ －

目

番定
る

す

号関

２８に

番地等
６

第
則
規

しす北 会

和い。道 ）

昭てる海 号

告る公 第

年旨安

示

会 ４

家検員 第

国の委 条

安委 項

公定
営定

員俗長 検

委風員 の

書 道

則等い

規業佐 を

会

寸縦横 理
管

挙途般用 選
委

員

メメ 委

リリ 会

ミミ 員

法ルル
トト 長

ーー

員

理公消

管道抹

会

員規た

委印し

公

会程。

表規
和
程昭
昭
北
和年

ど

海訓
北道

年海

が －あ
り 北

得

路線 釧。 内 道る

海

一市

一浦

四

野 う

号
２

第
条 目

丁
２

見

を

号制文 ）

４規。

第の 平

６業っ

第び男 行

）及

止成

橋廃年

康月
し 之

た日

選第
道令
挙

号
１

番
１

委第
理）

管号



検検検検又代平

定定は成 申名 定表

十 請称者 定の

四

の 者及 年有

年

月のび 番効

十

北 海

事

代製う型式の概要

３

者
又業遊遊型製型 表造
の機機試
造 は所技技式

査所のの験 式業 の検

道 公 報

式の概要検検検検又

２
遊型製型申名 定定定は

及 年有 造 技式請称 定の

験のび 番効 式業 機試者

月 の

第

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

号

業試
造式

型製型

の概要

氏住 期氏 験 式

月 日号間名所名十
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